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会長挨拶

大阪人間科学大学校友会会長

南 陽介

＇ 

校友会会貝の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

コロナの裕威は依然落ち粁かない状況で、 昨年に引き絨いて制約のある中で校友会活動に逼迎し
ております。そこで 、 昨年の教訓を生かし定例会のリモート化をしており、 柔軟な対応ができる様
になっています。各種支援活動は例年以上に審査の短縮化が図られるようになりました。自己啓発
支援基金については 、 本年度に入り 2 件承認し、 大学支援費についても 1 件承認したところです。
校友会活動として、 徐々に学内にも存在が没透しているのだと実感をしているところです。また、

こちらの活動報告に関しては、 校友会総会や広報誌で取り上げてまいります。

さて、 本年は大学IJ/1学20周年という節目の年です。 そこで、 校友会として大学支援を考える中で、

大学全館における無線LAN!i境やJCT教育の推進していることを受けて、 総額5000万円の寄付を致
しました。その中で 、 スクエアガーデンと庄極学舎A号館2階3陪にあるスベースのベンチやテーブ
ルの届9新も行われました。 賠登式の様子に関しましては、 広報紙而に掲叡していますので是非ご確
認ください。

最後に、 来年度の校友 会総 会につきまして、 ハイブリット開催を検討しております。現地での開
催とリモードで配信する形を検討しております。内容が決まり次第お知らせさせていただきます。
まだまだ直接会日の岩様と交流の場を持てないのは非常に残念ではありますが 、 今後状況により交
流できるように校友会役貝ー同対応を検討しております。会月の皆様につきましても、 校友会活動
ICl!!fしてど指導、 ご鞭撻のほどどうぞよろし くお願いします。

就任のごあいさつと大学の近況について

大阪人問科学大学学虻

井上 膊司

卒菜生の皆様、 本年4月1C大阪人問科学大学学長
に就任しました井上関司です。 哲様には卒棠後も本
学教行の扱興IC一方ならぬご支援を賜っております
こと、 この場をお借りしまして心より感謝申し上げ
ます。また、 本年学園創立90周年、 大学併l学20屑年
ICあたりましては、 校友会を通じ多大なるご寄付を
いただきましたこと誼ねて御礼申し上げます。

本来であればこの記念すぺき年を拷様と一堂IC会し、

心からお祝い すぺきところですが、 昨年来のコロナ
禍により 、 予定しておりました記念式典も中止せざ
るを1:Hなくなりました。 也様も、 母校の記念すべき
年を1日友ととも1C祝い旧交を溢める機会を楽しみIC
しておられたことと存じます。 現下の状況を踏まえ
たやむを柑ない決定であったことを、 ご理解いただ
きピ容赦願いたいと什じます。

4月以砕、 何とか入学式は挙行でき 、 新人生を迎
えることはできましたが、 すく•IC緊急事態宜官が発
令され、 昨年に引き続き対flrl授業が実施できず、 そ
の多くをweblCよる遠隔授菜に切り替えざるを1かなく
なりました。新一年生をはじめ学生の竹さんICは本
当IC申し訳なく心苫しく思っております。 特IC新生
活の始まり1C胸を膨らませて入学された新一年生の
皆さんは、 さぞかしがっかりされたことと赳．います。

その後も訓断なく訪れる感染場発により、 緊念事
態宜目の度lllなる発令や延長が繰り返され、 様々な
学図行ポも中止や縮,Jヽといった事隈に追い込まれて
います。しかしながら、 学生の哲さんの学びへの影
響を最小9いにとどめるぺ＜敦駿Rー丸となって取り
組んだ結呆、 なんとか前期の授菜を終えることがで
きました。

後期の授寮殷開についても全く予断を許さない状
況でありますが、 引き絞き学生の学びの保証第一に
取り組んでまいります。

また、 後期からは大学全館における無綿LAN日撹が
完（蘭されることになります。 ウイズコロナヘの対応
ということだけでなく、 本学におけるICr教甘の推進
の強力なツールとして積極的な活用に取り組んでい
きたいと考えています。

校友会から網絨して寄贈していただいているiPad
につきましては、 これまでも各学科において授業等
に活用してきたところですが、 今般の無綜LAN項境
の整偏により、 一層の打効活用を追めてまいります。

最後になりましたが 、 南会長ほはじめ 、 役日の也
ぼ方、 会日の行様方のど健勝とご活躍を心から祈念
いたしますとともに 、 引き綬き本学教育の充実にこ‘
理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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「学園創立90周年及び大学開学20周年に寄せて」

学校法人点英2'f：園 遅9jt長

小川 道雄

大阪人間科学大学校友会の皆様におかれまし
ては 、 ますますご健勝のこととお脱び申し上げ
ます。 また平素は本学園の教育に格別のご支援、

ご高配を賜り肛＜餌礼申し上げます。
本年は、 学校法人薫英学園創立90周年を迎え

るとともに、 大阪人問科学大学では開学20周年
を迎える記念すぺき年であります。 これもひと
えに、 今日まで学園を溢かく見守り、 お力添え
をいたtiきました卒業生の皆様のご協力、 ご支
援の賜物と深く感謝を申し上げます。

さて 、 一昨年から怠辿に拡がった新型つロナ

ウイルス感染症の影響は、 わが国のあらゆる分
野に及んでおり、 大学 教育におきましても、 厳
しい現況下のもと様々な制約が課されております。

しかしながら本学では、 教学面への影響を沿小
限にとどめるべく 、 いわゆるオンライン授菜を
活用しながら可能な範囲で対面授栗を実施する
など、 不足しがちな学習日境の維持 ・ 補充に栢
極的に努めてきたところであります。

大学の学科編成面では、 昨年4月に、 地域に
おけるチーム支援のリーダー行成を目指して、 「人

問科学部」「心理学部」「保健医依学部」の3学
部7学科体制へと、 より充実した教育体制を確
立いたしました。 これまでも、 「成長に、 本気。」
をスロー ガンとして、 「対人援助の専1"1脳菜人」
の行成に取り組んでまいりました が、 今後はさ
らに対人援助の総合大学へと一附の進化を遂げ
てまいりたいと考えております。

大学入学者数につきましては、 ここ数年、 入
学定且を充足しており、 「選ばれる大学」として
の確固たる地位を築くとともに、 また 、 国家貸
格取勾率や卒栗生の就戯率におきましても、 引
き続き全国有数の目此ましい成果を上げている
ところであります。

今後とも、 学生が大学でしつかりと学び社会
で活躍できるよう学問と実践のパランスが取れ
た大学を目指し、 すべての教駿目が一丸となっ
て仝力をあげて、 教脊機関としての社会的使命
を果たしていく所存でございます。 どうか校友
会の皆様におかれましても、 学園発殿のために
一附のお力添えを賜りますよう、 よろしくお願
い申し上げます。

1 薫英学園創立90周年記念贈呈式 l 
大阪人問科学大学 薫英学園創立90周年記念贈呈式を令和3年7月 10日に大阪人間科学大学圧屋学舎B号館5階

第1会議室にて行いました。
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卒業生の皆さま 、 いかがお過どしでしょうか。お元気でご活躍のことと思います。
大阪人問科学大学は、 今年4月の卒業生が第17期生となりました。皆さまが様々な

分野でご活躍されていること、 本当に姥しく思います。
16期生の就靱率は95％となりました。新型コロナウイルス禍で就職活動が制限され 、

オンライン面接等慣れない閑境で困難があった にも関わらず 、 例年通り高い就職率と
なりました。これも卒業生の皆さまのご支援があった からこその結果だと感謝してお
ります。

コロナ禍であっても「大阪人間科学大学の学生をぜひご紹介いただきたい」とのお
声を頂戴いたしますが、 これはひとえIC卒業生の竹様がそれぞれの進路でご活躍され
ているからこその評価だと思います。これからもご活躍され、 後輩たちのよき道標となっ
ていただけたら幸いでございます。

学生にとって最も有用な情報は卒業生の生の声です。職場の働きやすさや将来の展望、

また「00な学生にびったりです よ」「実際のところ は00です」といった柄報を頂けると、

学生の進路選択の助けとなるだけでなく 、 啜場とのミスマッチを防ぐこともできます。
上記の通り、 キャリアセンクー課にとりましては、 卒業生の皆さまはとても頼りに

なる存在です。求人栢報、 現場の生の声や実習の受け入れ情報など、 ご提供いただけ
ましたら幸いです。

（キャリアセンクー課： TEL : 06-6381-3456 、 MAIL : career@kun.ohs.ac.jp)
最後に、 毎年お願いしておりますが、 卒業生の皆さまに「就菜状況アンケート」を実施

しております。お送りいただいた内容は、 在学生の就職支援に活かしております。先ほども
お願いしましたが、 竹さまから頂戴する現沿の生の声は費困な情報となります。お手数では
ございますが、 ご協力よろしくお願いいたします。 （キャリアセンター課 菅原大輔）
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全国平均91.1% 全国平均79.0%
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～：住所を変更した場合
●卒業年度

●氏名（旧姓）

以上4点を明記の上 、 下記の方法でご連絡ください。
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卒業学科及びコ ー スもしくは研究科

変更のあった点（氏名 、 住所等）

手紙でのご運絡
〒566-0012 大阪府摂津市庄屋1-12-13

大阪人問科学大学校友会 宛

メ ー ルでのご連絡
ohs_ko_yu_kai@kun.ohs.ac.jp 

ホ ー ムヘ ー ジからのこ
＇

連絡
ht1p://ohs-koyukai.jp/ 

編集後記
新型コロナウイルス感染症（COVID-19)が流行しだして、

早 1 年半、 皆さまはいかがお過ごしでしょうか？今年度は学園

創立90周年｀ 大学開学20周年と節目の年度となりますが、 先

般述ぺた新型コロナウイルス感染症の影響で式典等は中止とな

りました。校友会の活動においても、 昨年同様、 定例会等はリモー

トで行い、 総会につきましても初のリモ ー ト開催を行いました。

周年記念ということで学内の休憩スベースや、 スクエアガーデ

ンにペンチやテ ー ブル等をお賠、 またWi.fi環境の整偏で寄付も

させていただき、 コロナ禍での修学環境整偏に寄与させていた

だきました。感染状況、 政府の指針等を加味しながら 、 開催で

きていない学年 同窓会の開催方法なども模索しております。 校

友会役貝ー同 、 コロナ過が早く落ち慧き、 皆様一

8でも早く平穏な生活に戻れるよう、 お祈りして

おります。（副会長：野村）ミ 2021年12月発行


